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三
上

真ま

凛り
ん(

女
・
裕
之)

今
泉
上

佐
野

未み

羽う

(

女
・
央
佳)

田
茂
木

野
上
孝こ
う

太た

郎ろ
う(

男
・
孝
志)

下
高
根

山
川

柊し
ゅ
う

惺せ
い(

男
・
貢
史)

豊

島

皆
田

一か
ず

輝き

(

男
・
一
寛)

派
立
下

長
谷
川
愛あ
い

良ら

(

女
・
健
二)

小
泊
派
立

田

中

弥(

大
沢
内)

伊

藤

真

澄(

五
所
川
原
市)

秋

元

淳

也(

薄
市
下)

小
笠
原

亜
優
美(

つ
が
る
市)

佐

野

大

樹(

宮
野
沢)

柏

谷

済
成
子(

五
所
川
原
市)

秋

田

賀

庸(

尾
別)

横

山

祥

子(

愛
知
県)

�

見

泰

宏(

鯵
ヶ
沢
町)

工

藤

直

子(

派
立
下)

岩

本

伸(

鯵
ヶ
沢
町)

藤

本

文

香(

上
豊
岡)

打

越

ツ

セ

91(

八
幡)

小

野

タ

ミ

101(

上
高
根)

工

藤

ミ

ワ

75(

薄
市
下)

成

田

ナ

ヱ

76(

薄
市
上)

古

川

良

子

56(

二
タ
見)

小

寺

敏

男

71(

薄
市
上)

岩

田

せ

つ

88(

派
立
下)

小

林

鐡

男

75(

向
町
下)

今

本

節

枝

60(

今
泉
下)

長

利

ト

ミ

77(

富
野)

赤

石

タ

ヨ

82(

下
前
浜)
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(

２
月
届
出
分)
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２月末現在(前月比)

人 口 14,916人(－20)

男 7,119人(－６)

女 7,797人(－14)

世帯数 5,155戸(＋５)

出生 ６ ／ 死亡 10

転入 11 ／ 転出 27
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広
報
３
月
号
戸
籍
の
窓
口

｢

お

誕
生
お
め
で
と
う｣

で
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
お
詫
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。
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ア
ニ
メ
作
品
や

Ｓ
Ｆ
小
説
な
ど
に

登
場
す
る
乗
物
模

型
を
中
心
に
展
示

し
ま
す
。

&
'

平
成
18
年
４
月
30
日

(

日)

〜
６
月
25
日

(

日)

午
前

９
時
〜
午
後
４
時
45
分

毎
週
月
曜
日
・
第
４
木
曜
日
休
館

(

５
月
３
・
４
・
５
日
開
館)

(
)
*

小
・
中
学
生

五
〇
円

高
校
生
・
学
生
一
〇
〇
円

一
般
二
〇
〇
円
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今
年
度
小
泊
地
区
に
お
い
て
、

新
た
に
３
ヶ
所
の
遺
跡
が
発
見
さ

れ
、
中
泊
町
全
体
で
は
59
遺
跡
に

な
り
ま
し
た
。

築つ
き

上あ
げ

遺
跡

は
、
国
道
３

３
９
号
線
と
、

津
軽
沢
沿
い

に
延
び
る
村

道
の
合
流
点

付
近
一
帯
が

該
当
し
ま
す
。

円
筒
上
層
式

土
器
片
・
石

鏃(

や
じ
り)

な
ど
が
採
取

さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
縄
文

時
代
中
期
の

遺
跡
と
推
定

さ
れ
ま
す
。
水
に
不
自
由
し
な
い

場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
集
落
跡

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

冬ふ
ゆ

部べ
(

２)

遺
跡
は
、
冬
部
川

河
口
右
岸
に

位
置
し
ま
す
。

４
、
５
ヶ
所

の
焼
土
層
が

確
認
さ
れ
、

同
層
中
に
は
、

丸
石
や
貝
殻

片
の
混
入
、

漆
喰
状
の
層

が
認
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、

製
塩
遺
構

(

貝
釜)

の

可
能
性
が
高

い
と
思
わ
れ

ま
す
。

青
岩
遺
跡

は
、
青
岩
沢

河
口
右
岸
で

発
見
さ
れ
ま

し
た
。
炭
化

物
・
焼
土
層
が
複
数
確
認
さ
れ
、

冬
部(

２)

遺
跡
同
様
、

製
塩
遺
構
と

考
え
ら
れ
ま

す
。残

念
な
が

ら
両
製
塩
遺

跡
と
も
、
年
代
を
決
定
す
る
資
料

が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
で
詳
細

は
不
明
で
す
が
、
今
年
度
予
定
さ

れ
て
い
る
試
掘
調
査
に
よ
っ
て
、

釜
跡
の
実
態
が
少
し
で
も
解
明
さ

れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。
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４
月
29
日

(

土)

よ
り

ト
イ
レ
・
水

飲
場
等
の
利

用
を
再
開
し

ま
す
。

５
月
中
旬

こ
ろ
に
は
、

ヤ
マ
ザ
ク
ラ

の
古
木
も
花

を
咲
か
せ
ま

す
。
古
い
に
し
えの
余

韻
に
浸
り
な

が
ら
、
ゆ
っ

た
り
と
遅
め
の
観
桜
会
を
楽
し
ん

で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

(

＊
ゴ
ミ
・
空
き
缶
等
の
持
帰
り

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。)


